
τ�（＇7..<!,;J,

明
は、
残
酷
き
わ
ま
り
な
い
が、
福

祉
社
会
に
お
い
て、
な
ぜ
生
産
性
が

停
頓
す
る
か
を
示
唆
す
る
も
の
だ

し、
肉
筆
の
終
わ
り
の
意
思
決
定
の

神
秘
化
も、
経
営
者
に
と
っ
て
は
耳

が
痛
い。

第
三
牽
「
経
済
成
長
の
神
話」

の、
成
長
を
望
む
の
で
あ
れ
ば、
生

産
性
原
理
で
は
な
く
利
潤
原
理
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
い
う
証
明
も

フ
レ
7
シ
a

で
あ
る 。
第
四
章
「
ケ

イ
γ
ズ
の
神
話」
も 、
本
当
に

彼
が

意
図
し
た
の
は
何
で
あ
っ

た
か
を
鋭

〈
つ
く 。

投
資
の
公
共
的
調
盤
と
そ

限
目
で
あ
っ
た
の
が 、
エ
ピ
ゴ
l

ネ

y
は、
単
純
念
完
全
匝
用
政
策、
安

易
念
有
効
需
要
政
策
と
読
み
か
え
て

し
ま
っ

た 。
と
の
課
り
の
代
償
ζ

そ、
イ
ン
フ
レ
で
あ
る
と
い
う
結
論

は
説
得
力
を
持
つ。
大
学
卒
業
以

え7－川レ｝海R��何ぞi可手�＇l rエ

末

川

-， 

A
S
判
4I
m
－ －
製
向
入・
クロ
えHA－ －e
九
じ
人
以
〆
四
三
O
O
円

’
後、
経
済
学
と
オ
サ
ラ
パ
し
た
現
代

サ
ラ
9
1
マ
γ
に、
ぜ
ひ一
読
し
て

も
ら
い
た
い
本
で
あ
る。

（
著
者
は
神
戸
大
挙
教
授

評
者
は
東
洋

信
舵
銀
行
取
織
役

御
崎
倫
一

氏）

（
日
本
経
済
新

聞社

四
八
O
同）

刺
激

的
話
題

に
満

ち
た

特
派
員

報

告

『
延

安

日

記』

上
・

下

ピ
ョ
l
ト
ル
・
ウ
ラ
ジ
ミ
ロ
フ
著

高
橋

正
訳

周
恩
来
が
没
し、
や
が
て
毛
沢
東

も
天
寿
を
全
う
せ
ん
と
し
て
い
る
今

日、
激
励
の
中
国
革

命史は、
ど
の

よ
う
に
お
か
れ
る
べ
き
か。
文
化
大

革命
以
来、
中
国
で
は
革
命
史
の
書

き
か
え
が
す
す
ん
だ
が、
そ
の
よ
う

な
急
場
の
♂
き
か
え
が、
い
か
に
空

し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は、
林
彪
異

変
に
よ
っ
て
た
ち
ど
ζ
ろ
に
明
ら
か

戸
総
収
録
法
令〉
七
六
三
件

に
な
っ
た。
と
う
し
た
経
緯
が
あ
る

だ
け
に、
中
国
革

命史
は、
史
実
に

基
づ
い
て、
そ
の
全
体
像
を
歴
史
の

飾止
的
な
文
脈
の
な
か
に
相
対
化
し

つ
つ、
し
か
も
中
国
革
命
の
も
つ
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
映
し
出
す
か
た
ち
で

芯
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う。

一
九
三
0
年
代
前
半
の
中
国
共
産

党
円以
高
指
滋
者
で
あ
り、
一
貫
し
た

判例
ソ
派
で
あ
っ
た
玉
明
（
隊
紹
応）

が 、
去
る
七
四
年
春
に
毛
ス
ク
ワ
で

客
死
し
た
と
き 、
ソ
述
共
産
党
は 、

今
日
の
中
国
共産
党
か
ら
は
「
反
党

・
反
革
命
分
子」
と
し
て
糾
磁
さ
れ

つ
づ
け
た
玉
明
を
む
大
限
に
た
た

え、
そ
の
遺
体
は、
有
名
な
ノ
ヴ
オ

デ
グ
ィ
チ
修
道
院
墓
地
に
手
以
く
葬
・

ら
れ
た。
評
者
は、
七
四
年
の
鋲・

末、
王
明
の
遺
影
が
飾
ら
れ
た
そ
の

作訟
を
訪
れ
て、
い
さ
さ
か
感
慨
深
か

っ
た
が、
今
年
の
二
月、
再
び
そ
ζ

を
訪
れ
る
と、
仮
の
必
地
は
玉
明
の

巨
大
な
胸
像
の
あ
る
立
派
な
五
に
な

っ
て
お
り 、
今
日
で
も
y
辿
当
局

が、
い
か
に
玉
明
を
必
く
野
価
し
て

い
る
か
を
教
え
て
い
た。

そ
の
王
明
の
メ
モ
ワ
！
ん
が、
す

で
に
モ
ス
ク
ワ
で
発
行
さ
れ、
先
に

は、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
中
国
共
陀
党

〈
本
年
版
の
特
色｝
V
商
法・
破
血栓
法・
公
取
選
挙
法・
政
治

資
金
規
正
法
・

特
許
法
な
ど
の
改
正
や
与
一h
a全
に
織
り
込
み
、

お

花
開
会
ま
で
に
川崎
刈
L

た
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
災
害
防
止
法

な
ど
を
新
収
録。

〈新
収
法
令｝
私
立
学
校
擁
興
助
成
法・
々 ，r
教
は
及
び
η
A

ω 、
保
母
等
の
筒
児
休
漁
法・
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制

限
に
関
す
る
法
律・
大
阿川
市
地
域
に
お
け
る
依
宅
地
等
の
供
給

促
巡
特
別
指
間
法・
宅
地
開
発
公
開
法・
油
濁
繍
害
賠
償
保
障

法
・

社
会
保
附
の
口川
低
wM

m
に
閲
す
る
条
約
吋

〈
主
な
改
正
法｝
高
圧
ガ
ス
取
締
法－
m
市
計
州
広・
沼
市
再

開
発
法・
4ワド
絞
教
訓川
法・
文
化
財
保
護
法・
航
2
法・
花
間
続

出骨
法
・

ロ
匠
法
・

問
酬い
片品
・

勤
労
者
財
活
形
成
促
進
法
前

内
追
録
無
料
贈
呈〉
幻

号以均ぃ
斗しれ
決恥い
お円ド吋

顧
問
で
あ
っ
た
オ
ッ
ト
I
・
ブ
ラ
ウ

ン
（
李
徳）
の
回
想
録
も
発
表
さ
れ

て、
ζ
れ
ま
で
十
分
な
光
が
当
て
ら

れ
な
か
っ

た一一一
o
t

四
0
年
代
の
革

命史
の
実
像
が
徐
々
に
明
る
み
に
出

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た。
と
う
し
た
ソ
連

側
か
ら
す
る
中
国
革
命
史
の
再
構
成

は、
ζ
の
と
と
ろ
き
わ
め
て
活
発
で

あ
り、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
軍
本
顧
問

の
記
録
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た

り、
二
0
年
代
の
梅
陸
型
ソ
ビ
エ
ト

の
指
場
者・
出即
訴
が
毛
沢
東
を
凌
ぐ

中
国
出
民
運
動
指
折明
者
と
し
て
脚
光

を
あ
ぴ
た
り、
中
国
革
命
の
中
心
は

延
安
で
は
な
く、
東
北
で
あ
っ
た
と

す
る
大
胆
な
見
方
が
出
さ
れ
て、
東

北
の
指
導
者・
山
尚
（
東
北
に
「
独

立
王
関」
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
と

し
て
市閉
山
さ
れ
た）
が
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど、
そ
の
潮
流
は

末

川

博
総
編
集

岩

波

基

本

六

法
一

8
6
判
仁

製
同
人・
一hハ
h
問
良

一
六
O
O
門

v

m出
初
と
学
門
に
必
裂
な
必
令
市｝
網
巡

・
：
コ
一
一作

v

u円
同
の
山出
合
的γ
u
d併
の
川
法
令
ι官
民
鮫
怠
照
で
る
る

オ
が
同
町
一

のル
ハ
法
会
A

V4
允
%
L
て
い
る
同
際
法

部
門
V
冗
似
し
た
穆
附
条
立・
総
合
引
削山
中哨
引
付

V
附
U
H「
訟の
成
立
と
辺
町」「
手
数
料
写一
目見」
得
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急
速
で
あ
る。
い
う
ま
で
も
な
く

「
毛
沢
東一
派」
だ
け
が
中
国
革
命

を
担っ
た
の
で
は
ない
ζ
と
を
示
す

た
め
で
あ
る。

問
題
は
ソ
連
の
官
許
出
版

木
S
は、
と
の
よ
う
念
潮
流のピ

ー
ク
に
位
閉山
す
る
出
版
で
あ
り、
一

九
七
三
年に
『
中間
特
別
区
｜｜一

九四
二
t一
九四
五
年』
と
題
さ
れ

て
モ
ス
ク
ワ
で
版
行
さ
れ、
す
で
に

英
文
版
も
出
さ
れ
て
い
る。
著
者

は、
ス
タ
l
pン
の
も
と
でコ
ミン

テル
ン
述
絡
口
球
タス
通
信
明阜
市
部

特
派
日と
し
て
延
安の
中
国
共
産
党

中央
妥
日会へ
派
泊
さ
れ
た
良
市
な

存
在で
あ
る。

本岱は、
著
者
が
毛

沢
東、
劉
少奇、
康
生、
江
HH、
周

思
来、
な
ど
当
時の
中
国
共
産
党
指

樽
者
と
日
常
的に
接
し
て
得た
記
録

や
中
共
七
全
大
会の
状
況
報
告
な

ど、
ど
と
か
ら判叫ん
で
も
興
味
深

く、
刺
激
的
な
話
題に
泌
ち
た
もの

で
あ
る。

と
く
に、
毛
沢
東の
党
内
指
羽
織

は、
一
九三五
年の
遜
義
会
議で
は

も怯
く
て、
四
五
年の
七
全
大
会に
お

い
て
は
じ
め
て
確
定
し
たと
と、
延

安
解
放
区
を
訪
れ
た
米
国
代表
団パ

レ
ッ
ト
大
佐一
行の
中
国
共
産
党
指

務
省と
の
接
触の
状
況
（
周
思
来は

と
く
にアd
リ
カ
人と
朝間泌
で
あっ

た）、
延
安の
柏村
務工
作の
責
任
者・

民
生の
別
疑
心
（
と
く
に山弱
者
やコ

ミ
ン
テル
ン、
ソ
迎
共産
党に
たい

し
て）、
れく
美
貌
の
毛
沢
東
夫
人・

江
行の
著
者へ
の
馴
れ
馴れ
しい
態

度
な
ど
が
克
明
に
描
か
れ
てい
る
と

と
ろ
は
任
巻で
あ
る。

者有法
「
私

は
心
を
山胤
に
し
て
山中点
だ
け
を
出
か

な
け
れ
ば
な
ら
ない」
と
その
立
幼

を
穏っ
て
お
り、
コ
ミン
テル
γ
の

述
絡
口で
さ
え
日
記
だ
けが
円以
突
を

綴
れ
る
唯一
の
場
所で
あっ
た
当
時

の
状況
と
と
もに、

読者
に
訴
え
る

もの
が
あ
る。

と
の
よ
う
な
本
冷に
よっ
て、
中

間
郁
命
史の
通
説
が
再
検
討
さ
れ
ね

ば
な
ら
ない
部
分
は
数
多い
が、
問

題は、
本
苫が
今
日
の
中ソ
対立
下

に
おい
て
ソ
連
側
の
宵
許
出
版
物と

し
て
出
現
し
た
と
と
ろ
に
あ
ろ
う。

持
者
が
本
川の
刊
行
を
知っ
た
の
は

七
三
年
夏、
本
什刊の
郊
沢が
進
行
し

つ
つ
あ
る
と
と
を
知っ
た
の
は
七
四

年
暮れ
のモ
ス
ク
ワに
おい
て
で
あ

っ
弘凡。そ

れ
だ
けに
本
主が
適
訳者
を
え

て
立
派に
邦
訳
刊
行
さ
れ
た
ζ
と
を

vvぶ
と
同
時に、
ソ
迎の
中
国
研
究

者の
な
かに
は、
本
什バに
たい
し
て

き
わめ
て
痛
烈
な
批
判
を
もっ
者
も

多く拘
る
こ
と
を
付
畑山
し
て
お
き
た

い。｛
著
者
は
元
ヲ
ス
通
信
犯
者

開計
者
は
東

京
外
国
高
大
学
助
教
蝿問

中
俗
繊
雄
氏）

（
サ
イマ
ル
出
版
会

上
下
各一一一
O
O
向）

農
民

共

産
主

義
右・
と
し
て
の
日
目

益

像

寺
尾
五
郎将

安
藤H同
益
は
謎の
人
物
で
あ
る。

そ
れ
は、
一
昨
年は
じ
め
に、
秩
田

川町
大
館で
彼
の
惑
が
発
見
さ
れ、
そ

の
子孫の
存
症が
わ
かっ
た
現
在で

も
変わっ
てい
ない。
生
年お
よ
び

生
地は、
い
ま
だ
に
つ
ま
び
ら
か
で

ない
し、
そ
の
特
異な
思
想が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ、
ま
た
ど
の
よ
う

に
実
践
さ
れ
よ
うと
し
た
か
も、
ほ

と
ん
ど
不
明
で
あ
る。
そ
ζ
で、
安

藤
邑
益
を
語
る
ば
あい、
一
極の
謎

解
きに
似
た
興
味が
生
ず
る
と
と
に

な
る。安

藤
昌
益
は
謎が
多い
ゆ
え
に、

と
ん
に
ち
の
思
想
史
界で
問
題
に
な

っ
てい
る
の
か
と
い
え
ば、
決
し
て

そ
う
で
は
ない。
回臼益が
問
題に
な

っ
てい
る
の
は、
その
恩
怨の
特
異

性に
よっ
て
で
あ
り、
し
か
も
そ
の

特
異な
思
恕
家
をど
う
評
価
す
る
か 『

先

駆

安

藤

昌

益』

で、
意
見
が
まっ
た
く
わ
か
れて
し

ま
う
か
ら
で
あ
る。
た
と
え
ば、
巾

村
幸
彦
は
品
援
を
「
舌
緋
家」
と
み

な
し、
その
忠
怨
は
「
不
宅」
だっ

た
とい
い、
奈
良
本
版
也
は
その
忠

怨
を
「
空
想的
社
会
主
義の
源流
を

な
す」
と
と
ら
え、
MM
省
な
ぞ
は

「
鈴
本
的
ア
ナ
キズ
ム」
と
と
ら
え

よ
う
と
す
る。

と
れ
に
対
し
て、
寺
尾
五
郎は、

「
山泌
氏
共・従
長
弱
者」
と
し
ての
品

銭
像
を、
本
仲川で
揃
きだ
す。
と
と

に、
税
者の
「
現
代
共
産
主
義の
先

駆
者」
とい
う
揚
言が
可
能
に
な

り、
ひ
い
て
は
表
題の
「
先
駆
安

藤
畠
益」
とい
う
言
葉が
生ま
れ
る

わ
け
で
あ
る。
著
者に
よ
れ
ば、
一

七
0
0
年
代の
昌
益の
思
想は、
す

で
に
「
唯
物
弁
証
法
と
唯
物史
観と

共
産
主
義」
と
に
haい
て、
世
界に

必
るベ
き
水
触
を
獲
得し
てい
た、

と
い
う
と
と
に
な
るe

で
は、
か
く
の
ど
と
き
思
想がい

か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か。
著
者
は

ま
ず、
畠
益
が
武士
階
級の
出
身
で

あっ
た、
と
断
定
す
る。
と
の
断
定

の
う
え
に、
元
禄ど
ろ
同じ
く
武士

を
捻
て
た
芭
烈
や
近
松
に、
思
想
的

近
似
性を
見
出
す。
武士
階
級
を
否

定
し
た
三
人
の
う
ち、
芭
知山は
「
自

然
進
化」
に、
近
松
は
「
男
女の
死

を
賭
け
た
愛」
に、
目白
益
は
「
労

働」
に、
そ
れ
ぞ
れ
「
貝
な
る
も

の」
を
と
ら
え
た、
とo

m
おは
円U
益
が
武士
階
級の
出
身

で
あ
る
とい
う
断
定に
は、
全
面
的

俊
成
を
し
か
ね
る
が、
芭
烈
や
近
松

に
思
想
的
近
似
性
を
見
出
す
仮
説

は、
な
か
な
か
商
白い
と
お
も
う。

彼
ら
の
背
汲
に
元
禄
文
化が
あ
り、

絞
ら
の
心
中に一
定の
封
述
制
批
判

が
あ
る、
と
い
う
見
方だ。

し
か
し、
昌
益
を
芭
郡山
や
近
松
か

ら
分
かつ
の
は、
彼
が
武士
階
級の

否
定に
と
ど
ま
ら
ず、
その
「
イシ

テ
P
性を
も
自
己
谷
定」
し
たと
と

で
あ
る。
そ
し
てと
の
と
と
に
よっ

て、
昌
益
は
イン
テ
Pと
対
衝に
あ

る
農
民
階
級に、
思
想
的
に
迎
底
す

る
と
と
に
なっ
た。
つ
ま
り、
畠
益

は
農
民の
「
直耕」
に
「
誌な
る
も
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